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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 4月26日　18:30より部署懇談会があります。場所は銀波です。夜勤者以外は全員参加して下さい。

· 畑山勝司様～北病棟転出に関して、兄様と面談調整中です。主治医より5月12日10時または10時30分の日時指定がありました。兄様へ連絡をお願いします。

＜週間連絡＞

· 4/25～29　ビデオ学習「口腔ケア」「食事介助」

· 4/25～　レントゲン検査始まります。

· 4/26　18:30から銀波で部署懇談会があります。

· 4/27　歯科（春本様･布施様･松橋様･村松様）

13:00から部署ミーティングがあります。

＜安ヶ平Ｄｒ担当患者様ＮＣＰ表価＞

· 風穴　チエ様～４月13日に東Ｂユニットより転棟となっています。日課・プログラムの　　　　　　　拒否はありませんが、空笑目立ち、被害的発言･体調不良の訴えが多く　　　　　　　聞かれています。身体不調を訴えてきた際は、訴えを傾聴し、バイタル　　　　　　　サイン測定を行い、本人が安心出来るよう関わりを持っていきましょう。　　　　　　　また、「話をする人がいない」などの発言聞かれている為、声掛けを多　　　　　　　くし、他患者様との交流の様子等を観察していきましょう。

· 佐藤　幸男様～本日、便が硬く排便できず、自己摘便し、出血していることがありまし　　　　　　　た。今後の排便コントロールのケアとして、水分補給・腹部マッサージ・　　　　　　　運動・を促していきましょう。また、自己摘便している事から、爪の間　　　　　　　に便がついている事がありましたので、排泄のあとはきれいに手洗いを　　　　　　　するように説明し、爪切りを行こない手指の清潔を保って頂きましょう。　　　　　　　痔も確認され、排便コントロールの為にも、下剤の処方の検討をしてい　　　　　　　きましょう。日用品の使用状況として、石鹸を体に塗っていることあり　　　　　　　ます。日用品の正しい使用方法、石鹸を体に塗ることは皮膚に悪いこと　　　　　　　を説明していきましょう。

· 八森　正様～依然、他患者様をからかう行為が見られています。他者をからかう事で自　　　　　　分なりのコミュニケーションをとっていると考えられますが、時折、他患　　　　　　者様に怒鳴られていることもあります。大きなトラブルはありませんが、　　　　　　自分がからかわれるとどのように感じるかを考えて頂くと同時に、ＳＳＴ　　　　　　で他患者様とのコミュニケーションのとり方についてロールプレイを行　　　　　　っていく必要があります。また、問診を最後に行っているので、昼食にか　　　　　　かってしまい、主治医の話を最後まで聞かずに席を立ってしまうなど、集　　　　　　中し問診を行うことが出来ない為、問診の時間を早い時間に行えるように　　　　　　誘導していきましょう。

<注目患者様ＮＣＰ評価・検討>

· 新井　圭次様～本日、モーニングケアにて爪が伸びている事を確認し、爪を切りましょ　　　　　　　うと促していますが面倒臭いという理由にて拒否されています。歯磨き　　　　　　　をする為ホールに出てこられるので、「ホールで爪きりをしていきまし　　　　　　　ょう」と促すと頷かれています。その後、歯磨きの為にホールに出て来　　　　　　　られていますが、爪きりをせずに自室へ戻られています。違うスタッフ　　　　　　　が新井様の後を追い、自室にて爪きりを促すが拒否されています。再度　　　　　　「指の１～２本でも自分で切り、後はスタッフと一緒に切りましょう」と　　　　　　　声掛けし促すと、反応有りません。再び、爪きりを促すと、体当たりし　　　　　　　て来られ、促したスタッフの耳へ噛みつくことがありました。本人は「悪　　　　　　　い事をした」と振り返りは出来ている為、そのことは評価していきまし　　　　　　　ょう。

問題点→・衝動行為がある患者様であることが伝わっていなかった。

　　　　　　　・その前にも、別のスタッフが促しており、声掛けが多かった。

　　　　　　　・移動してきたばかりのスタッフだった為、患者様との信頼関係が不足し　　　　　　　　ていた。

　　　　　　　・前のスタッフの声掛けからの時間があまり経過していなかった。

　　　拒否があった場合→・時間をおき、声掛けをする。

　　　　　　　　　　　・なぜ爪きりをしたくないのか理由を聞く。

・スタッフを変えて声掛けをしてみる。

　　　　　　　　　　・1人ではなく数名で対応してみる。

・いつ切るのか本人と相談し、その日に行うようにする。

・患者様と仲の良いスタッフに促してもらう。

　今回は、患者様の衝動行為があるという情報を得ないままに対応し起きた事故と考えられます。スタッフの声掛けひとつで患者様の状態が良くなったり、悪化する事を頭に入れ、スタッフ間の情報交換を密に行っていく必要があります。患者様の表情や行動を観察していくと共に、患者様それぞれに合った声掛けや促しをしていきましょう。

・晴山　美智子様～現在、ウォーキング・エアロバイクなどの運動療法を行なっていますが、「一人で行うのは寂しい」という発言が聞かれおり、長く続けて行くことが困難な様子です。栄養指導がある患者様（本田様･出河様･長谷川様）にも声を掛け、スタッフも一緒に行っていきましょう。また本人は卓球が得意ということなので、得意なことを促していき、やる気を引き出していきましょう。

